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国交省、経産省の両事業でひたちエリアが選定（全国では3か所のみ）



実施内容の取組エリア

 域内の多様な交通モードとの連携を念頭に実施。



新しいモビリティサービスの提供

 昨年度の継続も含め、新しいモビリティサービスの検証と定着を目指す。

デマンド型サービス

通勤型デマンドサービス
（ひたちなか・東海）

ラストワンマイル型
（大沼BRT周辺）

ラストワンマイル型
（山側団地）

シェアリングサービス

カーシェアリング
（検討中）

サイクルシェアリング
（検討中）

コロナ下において通勤形態が大きく変わる通勤客向けに、多様な働き方
に合わせた通勤手段の提供を目指す。（実証から実サービス提供を目
指すフェーズ）

自動運転バスと連携し、将来的なMaaSのモデルケースを、体験できる形
として示す。（モデルケース的位置づけ）

山側の団地内から数km四方のエリア内で、主要目的地と基幹バスとの
連携をするサービスを提供。（実証終了後に本格的な定着を目指す）

2台目のマイカー需要を代替し、カーシェアリングと公共交通で代替するモ
デルを検証する。（１～２台程度で小規模実証）

実施場所、モデル含め今後実証方法を検証。
（詳細はこれからの検討項目）



2020年度のひたちMaaSで実施する基盤開発と準備

 以下の4つの取組を実証準備として実施。

地域のMaaS基盤

運行データ化
（標準・オープン）

予約・管理

API

チケット
発券API

デマンド

マッチングAPI

ひたちなか海浜鉄道の運行デー
タを既存のデータ公開システムに
取込、各MaaSアプリに提供
（茨城交通分は提供済）

自動運転バスとデマンドバスも情
報提供を実施。

会津エリアで開発する基盤を活
用することで、データ提供APIを
準備、MaaSデータの分析などを
実施。

外部のMaaSアプリから自由にチ
ケットを発券できる仕組みを提供
する。

基本的に事前購入型でチケット
販売を行う。都度支払いをする
方式は今年度は対応しない。

チケット認証は目視、QRコード
を先に準備し、EMV(クレジット
カード）とSuicaは後ほど準備。

支払はクレジットカード支払いを
想定。（それ以外は現時点で
は想定せず、口座支払いなどは
将来的な対応）

乗換検索エンジン上で、デマンド
サービスとバスや鉄道が一緒に検
索される形でサービスを提供。
（世界初の取組）

自動運転バスとの連携実証も
11月に実施。



実施スケジュールのアウトライン

 各所との契約の都合で開始時期は9月になる見込み。

実証の計画
（8月～9月）

実証準備・開発
（8月～11月）

実証期間
（11月後半～3月）

とりまとめ
（2月末
～3月）

報告書の
作成や経
費精算等
の実務

実施する内容を検討

 デマンド走行場所・値段等

 カーシェア／サイクルシェア

 システム基盤の仕様詳細

 アプリの提供サービス詳細

 企画切符の詳細検討

 連携する事業者との調整

対外的な発表・広報

 取組のプレスリリース・広報

素材の準備

各所との契約等の調整

 調査等の委託する際の契約

書面等の調整

実施内容の調整

 実施場所での調整

 各種許認可申請

システム・アプリ開発

 アプリの開発

 基盤システム開発

事業者開拓

 事業者への営業・素材の発

掘など

調査準備

 アンケートの準備など

実証実施

 MaaSアプリ：11月中旬

 デマンド：11月上旬

 カーシェア：1月頃

 サイクルシェア：未定

 自動運転：11月下旬


